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On the Change of Local Society in the 7th Century :  
Towards an Integration of Research on Kofun and on Settlements

❶播磨国多可郡の中心域をめぐって

❷賀茂郡の集落と古墳の動向

❸屯倉型の開発と群集墳

❹群集墳論再考

おわりに

　7 世紀における地域社会の変化については，律令制の浸透とともに，国郡里制の地方支配やそれ

を支える官衙群，生産工房群，宗教施設群の成立として捉えられている。一方で，古墳時代以来の

墓制も残存しており，とりわけ 7 世紀前半は群集墳が盛んに築造されたこともよく知られてる。古

墳時代の政治体制から律令制への転換が，地域社会にどのような影響を及ぼしたのか，あるいは地

域社会の変動がどのような政治変革を反映しているのかということを明らかにするため，播磨地域

を主たる材料に実地に検討を試みた。

　まず多可郡の中心域において東山古墳群を中心に階層構造をもって多くの古墳が妙見山の山麓に

営まれることを挙げ，集落ごとに古墳が営まれる他の地域との違いを指摘した。集落消長もふまえ

ると，7 世紀前半における大規模な入植，開発が想定でき，屯倉の設置が関わると推測した。隣接す

る賀茂郡西部において，後期古墳と集落遺跡の消長を比較すると，7 世紀に新たに展開する集落が墓

を遠隔地の名山のもとに求めたと推測できた。この場合においても屯倉の設置が契機になると想定

できた。このように大規模な古墳群が形成される背景として，屯倉型の開発があったと推測した。

　播磨地域での事例検討から群集墳論についての見直しも可能である。その際には，名山のもとに

大規模な群集墳が形成される「山の墓地」と，集落が見える位置に小規模な古墳が営まれる「村の

墓地」という対比が有効である。前者は屯倉型の開発に対応し，後者は伝統的な集落に対応すると

想定できる。この二つのパターンが入り交じって地域社会が構成されている状況が看取でき，複雑

化していく 6 から 7 世紀の地域社会の実像を解明する手がかりとなる。
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